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論文内容要旨
微少血管病変と易感
進,破骨細胞活性化
素頁istidi総decar
唆されている。誘
 H亜)Cを誘導する作用をもつ。
本研究ではSTZ糖尿
尿病の発症機構に
瓢)C誘導への覇者
 scavenger)とNacetykystei葺e(NAC:ra
[方法]BALB/cマウ
スタミン量を測定した。NAと銅ACはSTZ投与直前
〔結果]①STZの静
四頭筋など)で有
織に誘導された蚤
臓においては,HDC活
LPS誘導性HDC活性
いマウスでは,この
 HDC活性亢進の増強の簡方を抑糊
[考察コ以上の結果
カニズムとしてfre
血糖による恒常性
による細胞性免疫
を促進することが予
 原園のひとつになるものと思われる。
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審査結果要旨
微少嵌管病変と易
細血管透過性亢進
想される。事実,
ている。}i合成酵
示唆されている。
 は速やかに遊離され作用を発揮する。
以上を背景に,本研
STZによる糖尿病
も示唆されてい
acetylcysteine(NAC:radica王scavenger)の効果も検討
本研究では以下
臓,脛骨,大腿四頭
より種々の綴織に
胞の少ない肝臓
後の皐期(2鷺後
壷糖を発症しな
 LPSの墨{DC誘導作用の増強の
以上の結果に基づ
LPSのHDC誘導作用
上昇そのものまた
た。“糖尿病に
誘導の増強…痔{産
 たらす原因のひとつになる"。
本研究は糖尿病合
機序について,具体
と糖尿病の相互悪
薬物応用などの臨
 る。
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